
 

令和８年度第２回 観光プロモーションに関する分科会 次第 

 

日 時：令和８年８月２４日(月) 午前１０時～ 

場 所：荒川区本庁舎３０５会議室 

議 題：１ 提案いただいた事業について 

    ２ 観光振興懇談会について 

 

１ 提案いただいた事業について 

  【資料１】プロモーション企画案について（令和８年度８月時点） 

  【資料２】Arakawa Pride Lab（令和８年８月時点情報） 

  【資料３】アラカワ・リンクス報告書 

 

 

２ 観光振興懇談会について 

  【資料４】荒川区観光振興懇談会 

 

 

３ その他 

 

 

 

 

（配付資料） 

【資料１】 プロモーション企画案について（令和８年度８月時点） 

【資料２】 Arakawa Pride Lab（令和８年８月時点情報） 

【資料３】 アラカワ・リンクス報告書 

 【資料４】 荒川区観光振興懇談会 



資料１

観光プロモーション分科会の提示案について
（令和８年度８月時点）

番号 タイトル 観光視点
での評価

想定する
実施主体

（区で実施する
場合の）短中期
的実現性

（民間で実施する
場合の）補助金等

活用施策
コメント

1 荒川ユナイトーク △ 民間 - ・荒川区にぎわ
い創出事業（産
業振興課）

・現在、民間団体にてプロトタイプを実施中。
・民間団体主導で運営することにより、自治体の施策・予算費目・公平性確保等の
制限を受けることなく、自由な発想で取組を拡大することができ、さらなる発展を
見込めると考える。
・区からの後援に際しては事業目的の明確化が必要。

2 荒川スナック物語 ○ 民間 - ・観光振興事業
補助金（観光振
興課）
・荒川区にぎわ
い創出事業（産
業振興課）

・これまでにない発想であり区の有力な観光資源の一つとなりうる。しかし、ス
ナックは風営法の範疇であり、区主体の事業展開（直接実施）はハードルが高いと
考えられる。
・補助金の活用の際は、補助対象者が補助要件に合致するか確認する必要がある。

3 ARAKAWA CULTURE ＆ FUTURE LAB ARAKAWA カル
チャースクール～子どもたちの未来デザイン塾～

△ 民間 - - ・令和８年度、東京青年会議所荒川区委員会で先行実施予定。
・区からの支援体制に関して、どのようなスキームで実施するか（どの部署が窓
口・主管となり、ほかにどの部署がどのように支援するか）について、調整が必要
である。（その前段として、事業目的の明確化が必要）

4 荒川きれいプロジェクト ARAKARA CLEAN &
WELCOME INITIATIVE

△ 区（および
都・交通事
業者など）

低 - ・トイレという観点で観光やまちづくりを進める取組である。
・観光にも寄与する部分はあるが、基本的には地域インフラ構築に関する施策であ
り、その施策（防災都市づくり部のトイレ整備方針）との整合性を踏まえた上で、
どう観光資源として活用するか、総合的な観点で検討する必要がある。

・トイレ整備に関しては、公衆衛生の観点から誘致圏500mで区内全域を網羅するよ
う設置してきた。また、和式トイレ、老朽化したトイレ、女性用がないトイレから
優先的に改修している。
・観光的視点では、「三ノ輪橋停留場前トイレ」で都電停留場と合わせレトロ口調
に整備した実績があるが、実例は多くなく、高コストになりがちで、それに対する
理解を得ることにハードルが高い部分がある。

5 荒川異文化ステイ ARAKAWA CULTURE STAY
PROJECT

○ 民間 - ・空き家利活用
事業補助金（住
まい街づくり
課）
・空家利活用創
業賃料支援事業
補助金（経営支
援課）

・既存の補助事業を利用して空き家活用を進めることは可能。
・宿泊施設については、区での民泊に係る強い規制、適切な場所の確保、空き家活
用の方法、実施主体、周辺住民の理解など複数の課題が考えられ、様々な観点から
の検討が必要である。

6 荒川マネー～地域で稼ぎ、地域で使う、新しい荒
川経済圏～ARAKAWA LOCAL MONEY PROJECT

△ 区 低 - ・地域通貨の維持運営の経費に膨大なコストを要することが課題。
・利用者側の利便性も含め、他自治体の事例を踏まえて検討する必要がある。

7 荒川鉄道都市伝説～消えた駅と3つのヒミツ～ ○ 区・民間 高 - ・令和８年度は区で実施。

区の見解



資料１

観光プロモーション分科会の提示案について
（令和８年度８月時点）

番号 タイトル 観光視点
での評価

想定する
実施主体

（区で実施する
場合の）短中期
的実現性

（民間で実施する
場合の）補助金等

活用施策
コメント

区の見解

8 荒川遊園夜市 ○ 区・民間 中 （該当なし） ・あらかわ遊園の収支改善に向けて、夜間の活用について実施方法を検討中。
・実施に当たっては、既存の売店事業者との調整が必要
・令和９年度中の実施に向けて検討中

9 あらかわリンクス △ 区・民間 - （該当なし） ・区内事業者の横の連携、ネットワークを強化していくことは、区としても今後の
課題と認識しているが、既に存在している他事業（ＬＡＮＰ、ＭＡＣＣなど）や新
エコシステムとも類似・重複している部分があり、これらとのすみわけの定義（場
合によっては統合・整理）の検討が必要である。
・区の方針として、SNSの取組としては一方向の情報提供でのみ利用し、双方向コ
ミュニケーションとしては利用しないこととしている。

10 ノスタルジック・アラカワ Nostalgic Arakawa ○ 区・民間 高 ・観光振興事業
補助金（観光振
興課）

・観光ガイドブックは令和７年度に作成済、手書きおさんぽマップは令和８年度中
に作成予定。



資料２













































資料３













第２回観光プロモーションに関する分科会
荒川区観光振興懇談会

荒川区産業経済部観光振興課

資料４



第２回観光プロモーション分科会

１ 目的
観光に関する様々な分野の有識者等で構成する機関を設置し、区の観光振興の目指すべき方向とその実現の

ための具体的施策について検討を行う。

２ 内容
本年度から座長が変わり、新座長の意向により荒川区の観光振興の進捗状況や現状を調査（再点検）し、

時代に即した観光振興施策の方向性について、検討することとした。

３ 令和8年度の荒川区観光振興懇談会スケジュール案

荒川区観光振興懇談会

内容時期（令和8年度)

第２８回観光振興懇談会（議題共有及び各団体へ課題・意見等の確認依頼）７月２８日
各団体における課題・意見等の確認とりまとめ作業７月～８月
第２９回観光振興懇談会（各団体から課題・意見等の報告）９月２４日
第３０回観光振興懇談会（今後の観光振興の方向性の提案・検討）１１月～１２月
荒川区基本構想（行政運営計画）への必要内容の反映１２月



第２回観光プロモーション分科会

４ 荒川区観光振興懇談会委員（令和８年７月２８日時点）

５ 参考（荒川区観光振興における４つの基本的方向性）
１ 地域の魅力を探す、見つける、演出する、作り出す（発掘）
２ 観光客が安心して快適に過ごせる受入体制整備（おもてなし）
３ 訪れる機会をつくる国内外への情報発信（ＰＲ）
４ 区内外の組織・団体等とのさらなる連携強化（連携による相乗効果）

荒川区観光振興懇談会

氏名（敬称略）所属区分
羽生 冬佳立教大学観光学部観光学科教授

学識経験者
稲田 裕司（株）マインズコンサルティング代表取締役
菅井 雅昭（一社）全国旅行業協会専務理事

観光・交通関係者 本間 雅恵（株）地球の歩き方観光マーケティング事業部ソリューション室
佐藤 浩東京都交通局荒川電車営業所長

富永 新三郎東京商工会議所荒川支部会長

区内産業団体
二瓶 功荒川区商店街連合会会長
飯田 武彦（公社）東京青年会議所荒川区委員会委員長
山田 章博東京日暮里繊維卸協同組合理事長
堂田 裕章東京都産業労働局 観光部振興課長行政


